
平成 28 年 ７ 月１日 第 123 号シルバーやまがた

正会員数 954名　賛助会員 64個人・54団体（6月末現在）

会 報

第 平成28年７月１日発行

P2	 平成28年度定時総会あいさつ
	 表彰状受賞者
P3	 平成27年度　事業実績報告
P4	 平成28年度　課題と事業予算
P5	 新旧役員紹介
	 平成28年度 年間事業計画（予定）
	 安全・適正就業強化月間

P6	 役員視察研修会を実施
P7	 地域紹介「わが街自慢」
P8～9	 会員のひろば
P10	 就業会員を訪ねて
	 新入会員紹介
P11	 人あり・技あり・心あり
P12	 事務局だより

―― 内 容 紹 介 ――

号 （公社）山形市シルバー人材センター広報部会

ホームページでもご覧いただけます。 山形市シルバー人材センター

長瀬理事長あいさつ（広報部撮影）
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平
成
二
十
八
年
度
定
時
総
会
の
開

催
に
あ
た
り
、
一
言
ご
あ
い
さ
つ
申

し
上
げ
ま
す
。

我
が
国
の
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢

者
人
口
は
三
千
万
人
を
超
え
、
総
人

口
に
占
め
る
割
合
も
二
十
五
％
を
超

え
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
、
全
国
的

に
も
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入

会
す
る
会
員
数
は
依
然
と
し
て
減
少

又
は
伸
び
率
が
鈍
化
し
て
い
る
状
況

に
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
事
業
の
役
割
は
、
地
域
社

会
活
性
化
の
た
め
の
中
核
事
業
と
し

て
、
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
ま

す
。厚

生
労
働
省
に
お
い
て
は
、
地
域

の
実
情
に
応
じ
、
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ

を
踏
ま
え
た
多
様
な
就
業
機
会
を
確

保
す
る
観
点
か
ら
、
臨
時
的
か
つ
短

期
的
又
は
軽
易
な
業
務
に
限
定
さ
れ

て
い
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
等

の
取
り
扱
う
業
務
の
要
件
緩
和
が
検

討
さ
れ
て
お
り
、
派
遣
事
業
に
お
い

て
は
、
週
四
十
時
間
ま
で
の
就
業
を

可
能
と
す
る
法
改
正
が
検
討
さ
れ
て

い
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
平
成
二
十
七
年

度
か
ら
五
カ
年
を
期
間
と
す
る
「
新

中
期
事
業
計
画
」
が
ス
タ
ー
ト
い
た

し
ま
し
た
。
地
域
の
高
年
齢
者
自
ら

が
主
体
的
に
連
携
し
、
共
に
働
き
、

共
に
助
け
合
う
こ
と
に
よ
る
活
力
あ

る
地
域
づ
く
り
に
寄
与
す
る
と
と
も

に
、
市
民
に
信
頼
さ
れ
満
足
さ
れ
る

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
通
じ
、
事
業
の

社
会
性
を
高
め
、
質
的
向
上
と
量
的

拡
大
を
図
る
こ
と
を
基
本
理
念
と
し

て
、
生
涯
現
役
を
望
む
高
年
齢
者
に

就
業
の
場
所
と
、
社
会
参
加
や
仲
間

と
の
集
い
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
に

よ
り
、
高
年
齢
者
の
生
き
が
い
の
充

実
や
健
康
の
維
持
・
増
進
を
図
っ
て

い
く
こ
と
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

会
員
や
賛
助
会
員
の
皆
様
の
お
陰

を
も
ち
ま
し
て
、
一
昨
年
か
ら
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
新
規
就
業
先

の
開
拓
活
動
が
奏
功
し
、
請
負
事
業

で
は
受
注
実
績
、
就
業
延
人
員
数
の

増
加
が
見
ら
れ
る
と
と
も
に
、
派
遣

事
業
に
お
い
て
も
、
契
約
金
額
、
就

業
延
人
員
等
、
事
業
実
績
の
好
転
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
の
健
全
な
運
営
を
維
持

す
る
た
め
に
も
、
新
規
就
業
先
の
開

拓
や
新
入
会
員
の
増
加
を
図
る
こ
と

は
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
会
員
の

皆
様
と
役
職
員
が
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。平

成
二
十
八
年
度
に
お
い
て
は
、

イ
チ
イ
チ
運
動
の
な
お
一
層
の
積
極

的
な
展
開
に
向
け
て
会
員
の
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、

安
全
就
業
推
進
委
員
と
し
て
提
唱
し

て
お
り
ま
す
「
三
年
間
事
故
ゼ
ロ
」

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
ご
協
力
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

終
わ
り
に
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
基
本
理
念
で
あ
り
ま
す
「
自

主
・
自
立
・
共
働
・
共
助
」
の
精
神

に
則
り
、
一
層
の
機
能
強
化
と
効
率

的
な
事
業
運
営
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
公
益
社
団
法
人
と
し
て
高
齢
者

並
び
に
地
域
社
会
の
期
待
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
シ
ル
バ
ー
事
業
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま

す
の
で
、
重
ね
て
関
係
各
位
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

し
て
、
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
二
十
八
年
度
定
時
総
会
理
事
長
あ
い
さ
つ

理
事
長
　
長
　
瀬
　
洋
　
男

感
謝
状
受
賞
者
名
簿

１　
正
副
班
長
及
び
組
長
表
彰
（
一
名
）	

　

�　

地
区
班 

正
副
班
長
及
び
組
長
と
し
て
、
五
年
以

上
在
任
し
、
退
任
さ
れ
る
方	

地
区
名

氏　

名

第　

二
松
田　
　

裕

２　
会
員
表
彰
（
三
十
四
名
）	

　

�　

会
員
と
し
て
、
五
年
以
上
在
籍
し
、
積
極
的
に
就

業
に
励
み
、
そ
の
業
績
が
顕
著
で
あ
り
、
正
副
班
長

の
推
薦
を
受
け
た
七
十
歳
を
超
え
た
方

地
区
名

氏　

名

地
区
名

氏　

名

第　

二
石
黒　

忠
克
滝
山
一
佐
藤　

文
男

第　

二
東
海
林
正
良
滝
山
一
河
合　

光
義

第　

四
片
桐　

幸
一
滝
山
一
菊
地　

一
郎

第　

五
柿
本　

青
史
滝
山
一
嶋　
　

真
人

第　

六
金
丸　

政
子
滝
山
一
髙
橋　
　

功

西

新
野
紀
美
雄
滝
山
一
今
井　

秀
夫

西

田
中　

和
子
大

郷
伊
藤　
　

功

西

神
保　

秀
夫
蔵

王
佐
々
木　

勝

西

鈴
木　

利
勝
蔵

王
松
浦　

秀
勝

第

十
折
原　

昌
子
南
山
形
・
本
沢

佐
藤　

重
治

第

十
鈴
木　

荘
一
南
山
形
・
本
沢

佐
藤　

勝
蔵

鈴
川
一
松
平　
　

勤
南
山
形
・
本
沢

佐
藤　
　

正

鈴
川
一
神
保
正
一
郎
南
山
形
・
本
沢

古
頭　

義
雄

鈴
川
二
小
松　

常
雄
南
山
形
・
本
沢

赤
城　

正
克

鈴
川
二
加
藤　

正
晴
南
沼
原
菅
原　

智
孝

鈴
川
三
保
科　

博
喜
南
沼
原
丸
谷　

茂
和

鈴
川
三
佐
藤　
　

喬
南
沼
原
黒
田　

義
郎
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積極的な新規就業開拓により、契約金額は34,236千円増
　我が国の65歳以上の高齢者人口は3,000万人を超え、総人口に占める割合も25％を超えています。団塊の
世代はすべて65歳に到達しており、高齢者の就業を確保し、地域社会を担う一員としてのシルバー人材セン
ターの役割はますます重要になっています。
　当センターにおいては、平成27年度は平成26
年度に策定した「新中期事業計画」５ヵ年の初
年度になり、センターの健全な運営を維持する
ため、喫緊の課題である新規就業先の開拓と新
入会員の増加を目指し、会員の皆様・役職員が
一丸となり取り組んでまいりました。
　平成27年度末の正会員数は、30人増の989と
なりました。契約金額は、新規就業開拓への積
極的な取り組みが奏功し、34,236千円増の
417,260千円、就業延人員は7,822人増の134,438人、受託件数は4,741件と昨年度より軒並み増加しました。ま
た派遣事業についても、契約金額は37,460千円、就業延人数は7,468人、受託件数は215件となり、こちらも
前年度より増加しました。（詳しくは平成28年度定時総会議案書をご参照ください。）

職 群 毎 事 業 実 績

年度別会員数の推移

平成27年度　事業実績報告

平成27年度事業実績
項目 27年度実績 26年度実績 比較

正会員数 989人 959人 30人
契約金額 417,260千円 383,024千円 34,236千円
就 業 延
人 数 134,438人 126,616人 7,822人

受託件数 4,741件 4,403件 338件
派遣事業
契約金額 37,460千円 26,946千円 10,514千円
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事 業 収 入 内 訳平成28年度予算（収入総額）   

平成28年度　課題と事業予算

総予算
446,605千円

事業収入
418,000千円

補助金収入　23,000千円
その他　52千円会費収入　3,003千円

労働者派遣事業収入　2,550千円

合計
418,000千円

管理群
223,000千円

管理群
223,000千円

一般作業群
159,000千円
一般作業群
159,000千円

事務整理群　5,200千円
技能群　 21,600千円

折衝外交群　1,600千円折衝外交群　1,600千円
独自事業　599千円独自事業　599千円
技術群　101千円技術群　101千円

サービス群　4,600千円
子育て支援　2,300千円

会員増と就業機会の拡大、安全就業を重点課題に
シルバー人材センター事業の役割は、地域社会活性化のための中核事業としてますます重要になっておりま

す。特に、意欲と能力に応じた就業機会の確保・提供し、社会を支える立場であり続ける高齢者を増やして

いくことが急務になっております。

平成28年度は、当センターで策定した「新中期事業計画」の中間年にあたるため、平成27年度事業の検証を

行い、同計画の後期の取り組みに向けて修正を行ってまいります。また、新たに『３年間事故ゼロ』の重点

目標を掲げ、全会員・役職員が一丸となって安全意識の啓蒙に努めてまいります。

基本理念である「自主・自立、共働・共助」を堅持しながら、一層の機能強化と効率的な事業運営を推進す

るとともに、関係各位のご支援・ご協力をいただきながら、公益社団法人として、高齢者並びに地域社会の

期待に応えられるよう次の8つの事項を重点事項に掲げ、事業の推進に取り組んでまいります。

（事業計画や予算等、詳しくは平成28年度定時総会議案書をご参照ください。）

重 点 課 題
１．会員拡大と退会会員の歯止め　　　

２．受注作業の迅速化

３．就業機会の拡大と受注件数の増加　　

４．会員組織の充実と活性化

５．子育て支援事業への取り組み　　　　　　　　　　　　

６． 安全就業推進体制の強化

７．公益社団法人としての機能強化

８．経営の効率化と財源の確保
安全就業パトロール
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安
全
・
適
正
就
業
強
化
月
間

�

安
全
就
業
推
進
委
員
会
　
委
員
長
　
樋
口
　
健
一
　

　

前
年
度
、
目
標
を
事
故
「
ゼ
ロ
」
を
目

指
し
、
事
故
防
止
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
残
念
な
が
ら
作
業
中
の
石
飛
び
で

損
害
事
故
一
件
発
生
い
た
し
ま
し
た
。
全

国
的
に
も
石
飛
に
よ
る
損
害
、
怪
我
が
多

発
し
て
お
り
、
今
後
、
各
地
区
班
及
び
職

群
班
と
も
連
携
協
力
し
、
独
自
の
安
全
推

進
活
動
を
実
施
し
、
当
面
の
目
標
と
し
て

「
三
年
間
事
故
ゼ
ロ

4

4

4

4

4

4

4

」
を
目
指
し
事
故
防

止
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
発
生

し
た
事
故
の
状
況
を
見
ま
す
と
、
剪
定
作

業
時
の
脚
立
か
ら
の
踏
み
外
し
、
通
勤
途

上
の
事
故
件
数
が
相
変
わ
ら
ず
増
加
傾
向

に
あ
り
、
重
篤
事
故
に
つ
な
が
っ
た
事
例

も
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
七
月
は
「
全
国
安
全
・
適
正
就

業
強
化
月
間
」
と
し
て
一
日
か
ら
三
十
一

日
ま
で
の
間
、
全
シ
協
・
県
連
合
会
・
各

地
区
Ｓ
Ｃ
が
そ
れ
ぞ
れ
連
携
し
強
化
月
間

中
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
取
り
組
み
事
項
】

一
、
安
全
就
業
推
進
委
員
会
の
開
催

二
、
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
た
活
動
の

推
進

・
定
期
パ
ト
ロ
ー
ル
・
不
定
期
パ
ト

ロ
ー
ル
の
実
施

・
安
全
保
護
具
の
完
全
着
用
の
徹
底

(

安
全
帽
・
安
全
帯
等
の
装
着)

・
機
械
器
具
・
安
全
保
護
具
の
点
検

整
備

・
緊
急
連
絡
カ
ー
ド
の
携
帯
徹
底

三
、
安
全
意
識
の
高
揚
策
の
充
実

・
安
全
標
語
の
募
集
と
優
秀
作
品
の

表
彰

・
安
全
に
対
す
る
体
験
発
表
会
の
開

催
・
「
安
全
就
業
推
進
委
員
会
だ
よ
り
」

の
発
行
で
事
故
防
止
の
喚
起

四
、
会
員
の
健
康
管
理
意
識
高
揚
と

し
て
総
合
健
診
の
受
診
を
推
奨

五
、
就
業
途
上
に
お
け
る
交
通
事
故

防
止

・
交
通
安
全
講
習
会
及
び
交
通
安
全

対
策
の
徹
底

・
徒
歩
・
自
転
車
・
バ
イ
ク
で
の
事

故
防
止
の
徹
底

二
十
八
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン

�

『
見
逃
す
な
　
ヒ
ヤ
リ
で
済
ん
だ
　
あ
の
経
験
』

新旧役員紹介
退
任
理
事　
　
　
　
　

�

　
　
　

山
川
　
良
男

　
　
　
　
　
　

�

遠
藤
　
修
一

新
任
理
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
六
地
区

　
　
　

�

　
　
　
　

那
須
　
　
博

　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
川
一
地
区

　
　
　
　

�　
　
　

大
滝
　
　
守

平
成
二
十
八
年
度
年
間
事
業
計
画

四
月	

自
転
車
即
売
会

五
月	

自
転
車
即
売
会

六
月	

平
成
二
十
八
年
度
定
時
総
会

	

世
話
役
会

	

自
転
車
即
売
会

七
月	

全
国
安
全
就
業
強
化
月
間

	

安
全
標
語
募
集

	

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

	

自
転
車
即
売
会

八
月	

安
全
講
習
会

九
月	

世
話
役
会

	

新
入
会
員
研
修
会

	

地
区
研
修
会

	
自
転
車
即
売
会

	

バ
ザ
ー

十
月	

全
国
普
及
啓
発
促
進
月
間

	

清
掃
奉
仕
活
動

	

自
転
車
即
売
会

十
一
月	

創
作
品
展
示
即
売
会

十
二
月	

ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会

	

世
話
役
会

二
月	

新
入
会
員
研
修
会

三
月	

世
話
役
会

	

自
転
車
即
売
会
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公
益
社
団
法
人
へ
の
移
行
後
、
総
会

や
理
事
会
の
権
限
が
法
制
化
さ
れ
、
理

事
会
は
、
業
務
執
行
に
係
る
具
体
的
内

容
を
審
議
し
、
執
行
す
る
機
関
で
あ
り
、

理
事
の
担
う
役
割
は
大
変
重
要
で
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

（
法
令
の
遵
守
）
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

先
進
地
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
事
業
を
参
考
と
し
て
、
当
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
事
業
運
営
に
役
立
て

て
い
た
だ
く
た
め
、
理
事
の
視
察
研
修

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
三
月
十
四

日
・
十
五
日
の
両
日
に
わ
た
り
、
柏
崎

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
三
条
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
し
、

役
員
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

別
表
の
と
お
り
、
柏
崎
市
Ｓ
Ｃ
も
三

条
市
Ｓ
Ｃ
も
人
口
に
比
し
て
会
員
数
が

多
く
、
特
に
女
性
会
員
の
比
率
も
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
秘
密
を
研
修
す

る
べ
く
、
両
市
を
視
察
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

柏
崎
市
Ｓ
Ｃ
と
三
条
市
Ｓ
Ｃ
の
理
事

長
・
事
務
局
長
さ
ん
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事
業
概

要
を
ご
教
示
い
た
だ
き
、
積
極
的
な
意

見
交
換
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

柏
崎
市
で
は
、
産
地
直
売
施
設
「
や

ま
ゆ
り
」
も
見
学
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
、
如
何
に
退
会

者
を
少
な
く
す
る
か
が
会
員
数
を
維
持

す
る
カ
ギ
と
な
り
、
そ
の
た
め
に
は
、

会
員
の
生
き
が
い
や
一
体
化
が
必
要
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

柏
崎
市
Ｓ
Ｃ
で
は
、
産
直
施
設
に
出

展
す
る
た
め
に
は
、
シ
ル
バ
ー
会
員
で

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
無
償
で
店
番
を
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
希
望
者
が
百
二
十

名
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
会
員
と
の
交

流
の
場
、
社
会
参
加
の
場
、
生
き
が
い

対
策
と
し
て
の
農
場
経
営
や
直
売
所
の

運
営
が
あ
り
ま
し
た
。

　

三
条
市
は
言
わ
ず
と
知
れ
た
刃
物
の

街
で
あ
り
、
平
安
神
宮
遷
都
の
際
に
は

三
条
市
の
和
釘
が
使
わ
れ
た
そ
う
で
す
。

シ
ル
バ
ー
全
体
と
し
て
は
、
一
般
家
庭

か
ら
の
受
注
が
多
く
、
高
齢
者
支
援
対

策
と
し
て
市
内
の
バ
ス
事
業
所
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
た
買
い
物
支
援
事
業
を
行
っ

て
お
り
、
好
評
で
あ
っ
た
。

　

今
後
と
も
、
役
員
研
修
の
充
実
を
図

り
、
役
員
の
資
質
向
上
と
適
切
な
事
業

運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
皆

様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

役員視察研修を実施
会員の加入促進と就業機会の拡大にむけて

各センターの現況　（平成27年3月31日現在）
柏崎市SC 三条市SC 山形市SC

人 口
（世帯数）

88,588人
（34,617世帯）

101,339人
（31,185世帯）

254,089人
（99,621世帯）

60歳以上
（高齢化率） 33,487人（37.8％） 37,010人（36.5％） 83,919人（33.0％）

理事長名 小林　和徳 金子　　武 長瀬　洋男

会 員 数 1,127人
（男672人、女455人）

961人
（男650人、女311人）

980人
（男754人、女226人）

平均年齢 69.9歳
（男70.8歳、女68.5歳）

71.0歳
（男71.5歳、女69.9歳）

69.9歳
（男70.0歳、女69.8歳）

就業延人数 110,216人 109,840人 126,849人
受注件数 5,936件 6,976件 3,111件
契約金額 470,722千円 468,243千円 394,994千円
配 分 金 375,182千円 403,955千円 352,431千円
材 料 費 34,339千円 18,990千円 6,695千円
事 務 費 61,201千円 45,298千円 35,868千円

独自事業
みんなの農場
直売所やまゆり
自転車再生

刃物とぎ 自転車再生
創作品即売会

施設内展示状況

産直施設やまゆり（柏崎市SC）
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地域
紹介 パート

Ⅱわが街自慢

上
谷　

一
郎

�

沼
沢　

久
雄

第

十

地

区

滝
山
二
地
区

　

第
十
地
区
は
、
昭
和
三
十
五
年
に

奥
羽
線
西
側
の
都
市
計
画
が
進
め
ら

れ
た
こ
と
で
、
急
激
に
発
展
し
た
街

で
す
。
で
ん
六
工
場
や
竹
田
女
子
高

校
（
現
山
本
学
園
高
校
）、
第
十
小

学
校
、
Ｙ
Ｔ
Ｓ
テ
レ
ビ
等
と
次
々
と

建
築
さ
れ
ま
し
た
。
少
し
間
を
空
け

て
山
形
二
中
が
移
転
。
そ
の
跡
地
に

は
霞
城
公
民
館
と
山
形
市
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
霞

城
公
民
館
は
、
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
福
祉
セ

ン
タ
ー
は
、
体
育
館
や
温
泉

な
ど
の
設
備
が
あ
り
、
高
齢

者
の
サ
ー
ク
ル
活
動
が
盛
ん

に
行
わ
れ
、
健
康
づ
く
り
に

お
お
い
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

朝
、
バ
イ
パ
ス
か
ら
城
南

陸
橋
ま
で
の
渋
滞
は
ひ
ど
い

も
の
で
し
た
。
最
近
、
車
道

は
片
側
二
車
線
、
自
転
車
道

の
あ
る
幅
の
広
い
歩
道
。
し

か
も
融
雪
に
な
っ
て
い
る
道

路
が
完
成
。
こ
れ
で
朝
の
渋

滞
も
解
消
さ
れ
ま
し
た
。

　

我
が
街
も
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま

す
。
足
の
便
の
悪
い
高
齢
者
が
、
病

院
な
ど
に
出
か
け
る
時
に
利
用
で
き

る
便
利
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
西
部

循
環
線
が
走
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

バ
ス
は
、
霞
城
セ
ン
ト
ラ
ル
前
に

止
ま
り
ま
す
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
二

十
四
階
に
昇
り
、
そ
こ
か
ら
見
え
る

山
形
市
の
す
ば
ら
し
い
眺
望
を
是
非

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

わ
が
街
滝
山
二
地
区
は
、
山
形
市

の
東
南
に
位
置
し
、
国
道
十
三
号
線

の
西
側
で
、
松
山
・
南
原
町
・
前
田

町
・
松
見
町
・
青
田
・
青
田
南
・

旭
ヶ
丘
・
鳥
居
ヶ
丘
・
元
木
・
白
山

と
広
範
囲
で
す
。
地
区
に
は
滝
山

小
・
南
小
・
桜
田
小
・
六
中
・
十

中
・
日
大
山
形
高
校
の
五
校
が
あ
り

ま
す
。
景
観
と
し
て
は
、
学
校
の
校

歌
に
も
歌
わ
れ
て
い
る
千
歳
山
が
あ

り
、
四
季
を
通
じ
て
多
く
の
人
が

登
っ
て
い
ま
す
。

　

四
十
年
位
前
ま

で
に
は
松
の
千
歳

山
で
し
た
が
、
近

年
は
松
く
い
虫
の

被
害
で
多
く
の
松

が
伐
採
さ
れ
て
し

ま
い
残
念
で
な
り

ま
せ
ん
。

　

頂
上
に
は
阿
古

耶
松
跡
の
石
碑
が

あ
り
、
千
三
百
十

年
（
延
慶
三
年
）

こ
ろ
に
「
夫ふ

木ぼ
く

和

歌
抄
」
の
歌
枕
と

し
て
、「
陸
奥
の
阿
古
耶
の
松
に
木

隠
れ
て
出
づ
べ
き
月
の
出
や
ら
ぬ
か

な
」
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
松

は
み
ち
の
く
三
松
の
一
つ
と
言
わ
れ

た
そ
う
で
す
。

　

山
の
北
東
麓
に
は
阿
古
耶
姫
を
偲

ぶ
万
松
寺
が
あ
り
、
西
麓
に
は
岩
五

郎
稲
荷
の
千
歳
稲
荷
神
社
が
あ
り
、

こ
の
山
は
当
地
区
の
シ
ン
ボ
ル
と

な
っ
て
い
ま
す
。

霞城セントラル24階　「ひろぜん」から見た十地区

千
歳
山
全
景
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突
然
原
稿
の
依
頼
が
有
っ
た
。
こ
の
時
期

は
私
に
と
っ
て
年
間
で
最
も
忙
し
い
時
な

の
で
お
断
り
を
考
え
た
が
、
日
頃
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
シ
ル
バ
ー
の
機
関
紙
な
の

で
お
受
け
す
る
事
に
し
ま
し
た
。

　

私
に
と
っ
て
こ
の
時
期
は
町
内
会
と
第

六
地
区
の
総
会
を
控
え
て
忙
し
い
時
な
の

で
す
。
そ
れ
に
も
う
一
つ
、
趣
味
の
山
菜

取
り
が
真
最
中
な
の
で
す
。

　

私
は
小
学
生
の
頃
、
父
に
山
仕
事
の
手

伝
い
を
さ
せ
ら
れ
、
山
行
き
が
嫌
に
な
っ

て
い
た
の
に
、
い
つ
の
間
に
か
登
山
を
趣

味
と
す
る
よ
う
に
な
り
百
名
山
は
半
分
程

登
る
様
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
登

山
は
す
る
が
、
山
菜
採
り
は
無
縁
だ
っ
た

私
が
あ
る
時
職
場
の
先
輩
に
山
菜
採
り
に

無
理
や
り
誘
わ
れ
付
い
て
行
く
う
ち
に
、

こ
れ
に
も
す
っ
か
り
は
ま
っ
て
し
ま
い
、

も
う
十
年
も
夢
中
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

し
た
が
っ
て
今
が
私
に
と
っ
て
何
も
か
も

最
も
忙
し
い
時
な
の
で
す
。

　

ま
た
秋
は
茸
採
り
で
こ
れ
ま
た
忙
し
く

な
り
ま
す
。
採
っ
た
食
材
は
塩
漬
保
存
し
、

季
節
外
に
食
べ
る
の
が
と
て
も
楽
し
み
で

す
。

　

そ
う
そ
う
千
歳
山
も
年
三
百
回
程
は
登

り
ま
す
。
お
陰
で
健
康
で
今
の
仕
事
が
出

来
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
と
に
か
く
高

齢
者
に
な
る
と
運
動
不
足
に
な
り
が
ち
で

す
が
、
趣
味
を
生
か
し
運
動
不
足
を
解
消

し
、
元
気
に
仕
事
が
出
来
る
様
、
皆
さ
ん

も
励
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

連
休
を
利
用
し
て
故
郷
気
仙
沼
に
行
く
。

往
復
四
百
キ
ロ
以
上
の
長
距
離
だ
。
孫
達

も
含
め
て
七
名
。
渋
滞
を
覚
悟
し
た
が
、

こ
れ
が
ス
イ
ス
イ
と
。
パ
ー
キ
ン
グ
で
食

料
を
買
い
車
中
は
大
騒
ぎ
。
年
寄
り
は
い

つ
も
こ
う
い
う
時
は
「
残
り
物
」
で
充
分

で
あ
る
。
気
仙
沼
に
入
る
途
中
海
岸
線
沿

い
に
あ
っ
た
民
家
、
駅
が
な
く
な
っ
て
い

る
。
思
わ
ず
唖
然
と
す
る
。
大
型
店
の

ス
ー
パ
ー
で
食
事
を
す
る
が
、
こ
れ
が
又

待
た
さ
れ
ウ
ン
ザ
リ
。
空
腹
が
満
た
さ
れ

た
こ
と
で
皆
満
足
！

　

さ
あ
墓
の
あ
る
大
島
へ
！
途
中
ダ
ン
プ

カ
ー
が
往
来
。
防
潮
堤
が
ま
だ
六
割
程
度
。

そ
の
附
近
の
土
地
は
よ
う
や
く
が
れ
き
も

撤
去
さ
れ
そ
の
跡
地
に
は
、
名
の
通
っ
た

工
場
が
二
、
三
棟
点
々
と
。
震
災
に
な
る

前
に
は
石
油
タ
ン
ク
が
何
十
基
と
林
立
し

て
い
た
の
が
、
一
基
も
無
し
。

　

Ｔ
Ｖ
で
放
送
す
る
「
復
興
へ
の
手
ご
た

え
」
等
は
、
全
般
的
に
見
て
ま
だ
程
遠
い

も
の
と
強
く
感
じ
ら
れ
た
。

　

生
憎
の
小
雨
模
様
に
妻
と
墓
前
に
手
を

合
わ
せ
早
々
に
。「
又
秋
の
彼
岸
に
来
る

か
ら
…
…
」
と
大
島
を
後
に
す
る
。
こ
の

町
が
普
通
に
戻
る
迄
あ
と
何
年
を
必
要
と

す
る
の
か
。
海
を
見
な
が
ら
ふ
と
涙
が
出

て
く
る
。
妻
は
そ
ん
な
こ
と
は
知
ら
な
い
。

　

毎
日
が
日
曜
日
の
生
活
に
な
り
早
十
四

年
、
早
い
も
の
で
来
年
は
も
う
後
期
高
齢

者
の
仲
間
入
り
で
す
。

　

私
の
趣
味
も
い
ろ
い
ろ
有
り
ま
し
た
が
、

今
も
継
続
し
て
い
る
の
が
仲
間
と
の
旅
行

や
岩
魚
釣
り
・
山
菜
取
り
・
キ
ノ
コ
取
り

等
が
あ
り
ま
す
。

　

若
い
時
の
よ
う
に
岩
か
ら
岩
へ
飛
び
跳

ね
、
薮
や
え
ん
提
を
ま
き
源
流
ま
で
釣
り

上
る
こ
と
は
出
来
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

距
離
の
短
い
渓
流
を
選
び
老
骨
に
ム
チ
を

打
ち
な
が
ら
、
年
に
四
・
五
回
（
二
十
セ

ン
チ
未
満
は
放
流
し
て
来
ま
す
）
行
っ
て

お
り
ま
す
。

　

渓
流
添
い
に
は
、
春
は
山
う
ど
・
シ
ド

第
六
地
区

�

鈴
木
　
　
驍

私
の
元
気
の
原
動
力

第
七
地
区

�

村
上
　
宏
治

津
波
の
爪
痕
を
見
て

第
八
地
区

�

渡
邊
　
　
剛

私
の
趣
味
か
ら
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ケ
・
笹
竹
・
こ
ご
み
・
葉
わ
さ
び
・
う
る

い
等
が
あ
り
ま
す
。
夏
秋
は
ミ
ズ
・
キ
ノ

コ
（
モ
ダ
シ
・
ナ
メ
コ
・
マ
イ
タ
ケ
）
等

が
あ
り
岩
魚
と
共
に
持
ち
帰
り
ま
す
。

　

岩
魚
は
山
で
腹
を
裂
き
内
臓
を
取
り
、

ナ
イ
ロ
ン
袋
に
入
れ
全
体
に
塩
を
振
り
水

を
少
し
入
れ
て
持
ち
帰
り
ま
す
。（
家
で

は
塩
は
振
ら
ず
洗
っ
て
か
ら
焼
き
ま
す
）

　

こ
れ
ら
の
収
獲
物
は
最
後
の
処
理
ま
で

や
る
の
が
私
の
モ
ッ
ト
ー
で
す
（
料
理
ま

で
）。
昨
年
一
時
体
調
を
崩
し
、
一
時
こ

の
趣
味
も
諦
め
か
け
ま
し
た
が
何
と
か
病

気
に
勝
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
散

歩
ラ
ジ
オ
体
操
や
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
等
で
足

腰
を
鍛
え
、
趣
味
の
継
続
を
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

春
か
ら
の
野
菜
作
り
、
始
ま
り
ま
す
。

私
の
野
菜
作
り
、
近
所
の
友
達
か
ら
の
誘

い
で
し
た
。
そ
れ
で
も
断
り
ま
し
た
。
い

ざ
作
り
始
め
る
と
大
変
で
し
た
ね
。
初
め

て
作
っ
た
の
は
「
ト
マ
ト
」
で
し
た
か
な
、

こ
れ
が
ま
た
取
り
立
て
最
高
で
す
。
作
り

始
め
て
三
年
目
に
な
り
ま
し
た
。
畑
の
土

ご
し
ら
え
か
ら
、
日
当
た
り
が
良
い
こ
と
、

今
日
も
石
灰
撒
い
て
畑
作
り
の
準
備
、
石

こ
ろ
と
っ
た
り
の
作
業
で
あ
る
。
作
っ
て

み
て
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
農
家
の
大
変
な

こ
と
が
身
に
染
み
て
感
じ
ま
し
た
ね
。
私

も
更
に
「
コ
ン
テ
ナ
」
で
「
イ
チ
ゴ
」
も

や
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
美
味
し
い
で
す
ね
。

　

今
年
も
、
ト
マ
ト
・
ナ
ス
・
キ
ュ
ウ

リ
・
ピ
ー
マ
ン
か
な
、
ピ
ー
マ
ン
は
寒
さ

と
乾
燥
に
弱
い
と
知
り
ま
し
た
。
本
を
見

た
り
友
達
か
ら
教
え
て
も
ら
う
こ
と
で
作

れ
ま
し
た
と
思
う
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
と
勉
強
し
な
い

と
、
ま
だ
ま
だ
作
れ
な
い
と
悩
み
ま
す
。

で
も
毎
日
が
楽
し
み
。
野
菜
の
成
長
で
す

か
な
、
家
族
で
食
べ
る
為
に
来
年
も
や
り

ま
す
。
鬼
が
笑
う
か
も
ね
。
小
さ
な
家
庭

菜
園
楽
し
く
野
菜
作
り
ま
す
。

　

明
日
は
苗
の
植
え
付
け
を
し
ま
す
。
味

と
見
た
目
お
い
し
く
ね
。

寄
稿

　

あ
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
、
今
年
で
五

年
目
を
迎
え
ま
す
。
わ
が
故
郷
・
宮
城
県

気
仙
沼
市
で
も
、
あ
ち
こ
ち
で
復
興
工
事

が
進
み
、
災
害
公
営
住
宅
が
建
設
さ
れ
て

街
の
姿
も
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
い
ま
だ
に
市
内
の
小
中
学
校

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
は
応
急
仮
設
住
宅
が

び
っ
し
り
と
建
ち
並
び
、
四
千
八
百
人
余

の
被
災
者
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
死
者
行

方
不
明
者
約
一
万
八
千
人
を
数
え
た
未
曾

有
の
東
日
本
大
震
災
。
あ
れ
か
ら
五
年
も

経
つ
の
に
全
国
で
は
約
五
万
八
千
人
が
狭

い
仮
設
住
宅
暮
ら
し
を
強
い
ら
れ
て
い
る

の
が
厳
し
い
現
状
で
す
。

　

私
は
「
や
ま
が
た
気
仙
沼
会
」
と
い
う

組
織
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
二
〇
一
一
年

一
月
に
山
形
県
在
住
の
気
仙
沼
市
出
身
者

を
中
心
に
結
成
し
ま
し
た
。
そ
の
二
カ
月

後
に
大
震
災
が
発
生
。
何
と
か
故
郷
の
復

興
支
援
に
役
立
ち
た
い
と
の
思
い
か
ら
始

め
た
の
が
「
気
仙
沼
さ
ん
ま
祭
り
in
山

形
」
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

五
回
目
と
な
る
今
秋
は
九
月
二
十
二
日

（
木
、
秋
分
の
日
）
に
霞
城
公
園
で
開
催

し
ま
す
。
大
震
災
を
風
化
さ
せ
な
い
、
と

の
願
い
を
込
め
て
二
〇
一
一
匹
（
二
〇
一

一
年
発
生
）
の
炭
火
焼
き
サ
ン
マ
を
無
料

提
供
し
ま
す
。
三
陸
の
水
産
加
工
品
の
販

売
や
地
元
山
形
の
う
ま
い
も
の
出
店
、
語

り
部
の
体
験
発
表
、
震
災
と
復
興
写
真
展

な
ど
会
場
で
は
様
々
な
催
し
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
親
子
サ
ン
マ
焼
き
教
室
も

企
画
し
て
い
ま
す
。

　

秋
の
一
日
、

三
陸
の
海
の

幸
を
味
わ
っ

て
く
だ
さ
い
。

ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

第
八
地
区

�

武
田
　
　
満

五
年
目
の「
気
仙
沼
さ
ん
ま
祭
り
」

鈴
川
一
地
区

�

渡
辺
　
重
子

家 

庭 

菜 

園
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立
谷
川
工
業
団
地
入
口
に
在

る
「
山
形
酸
素
株
式
会
社
立
谷

川
事
業
所
」
を
訪
問
し
、
武
田

満
会
員
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

作
業
内
容
は
事
業
所
管
理
業

務
で
三
人
が
就
業
し
て
い
る
。

一
年
を
通
じ
て
毎
日
午
後
五
時

か
ら
翌
朝
八
時
ま
で
の
宿
直
業

務
で
あ
る
。
一
日
出
勤
、
二
日

休
日
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
、

約
月
十
日
の
就
業
と
な
る
。

午
後
五
時
に
出
社
し
宿
直
室

で
待
機
、
午
後
八
時
頃
社
員
が
退
社
後

か
ら
事
業
所
に
来
る
電
話
・
来
訪
者
の

対
応
が
開
始
す
る
。
①
お
客
様
か
ら
急

ぎ
の
注
文
・
修
理
の
依
頼
が
来
た
時
、

②
公
的
機
関
・
お
客
様
か
ら
緊
急
電
話

が
来
た
時
、
③
そ
の
他
事
業
所
内
外
で

異
常
が
発
生
し
た
場
合
、
各
当
番
社
員

に
電
話
連
絡
す
る
。
事
業
所
の
全
社
員

が
退
社
後
構
内
の
南
・
西
門
を
閉
じ
、

事
務
所
玄
関
の
施
錠
を
す
る
。
事
務
所

内
の
巡
回
・
施
錠
し
警
備
会
社
の
警
報

装
置
を
セ
ッ
ト
す
る
。
事
務
所
内
の
ゴ

ミ
や
吸
い
殻
を
収
集
し
各
々
指
定
の
場

所
に
置
く
。
巡
回
は
三
回
程
度
行
う
。

翌
朝
五
時
、
警
報
装
置
の
解
除
・
開

錠
・
開
門
を
行
う
。
七
時
頃
社
員
が
出

社
し
た
ら
電
話
・
来
訪
者
対
応
を
終
了

す
る
。
電
話
・
来
訪
等
で
受
け
た
注

文
・
連
絡
事
項
を
メ
モ
で
社
員
に
連
絡

し
、
宿
直
日
誌
に
必
要
事
項
を
記
入
し

所
定
の
場
所
に
置
き
、
八
時
に
作
業
終

了
。
武
田
さ
ん
は
、
お
客
様
と
の
電
話

対
応
な
の
で
ぞ
ん
ざ
い
に
な
ら
な
い
様

注
意
し
て
い
る
。
夜
間
作
業
で
一
人
勤

務
な
の
で
特
に
体
調
管
理
に
気
を
付
け

て
い
る
そ
う
で
す
。

山
形
酸
素
㈱
は
昭
和
三
十
一
年
に
設

立
、
今
年
九
月
で
六
十
周
年
。

酸
素
・
窒
素
・
炭
酸
・
Ｌ
Ｐ
・
そ
の

他
多
種
の
高
圧
ガ
ス
を
製
造
し
、
一
般

家
庭
か
ら
産
業
用
、
医
療
用
等
広
範
囲

に
事
業
展
開
し
て
い
る
と
阿
部
副
所
長

に
伺
い
ま
し
た
。

取
材
に
ご
協
力
有
難
う
御
座
い
ま
し

た
。�

（
取
材
・
広
報
部
）

　

就
業
場
所
の
名
称
を
「
生

協
」
と
表
記
し
ま
し
た
が
、
正

式
に
は
「
生
活
協
同
組
合
共
立

社
山
形
本
部
（
以
下
「
生
協
」

と
い
う
。）
共
同
購
入
物
流
セ

ン
タ
ー
」
と
い
い
、
上
柳
に
あ

り
ま
す
。
同
セ
ン
タ
ー
は
生
協

組
合
員
へ
、
主
と
し
て
冷
蔵
品

と
青
果
物
の
供
給
を
行
う
拠
点

施
設
で
す
。

　

こ
こ
で
本
年
三
月
か
ら
、
派

遣
事
業
と
し
て
七
名
の
会
員
が

就
業
し
て
い
ま
す
。
五
月
十
六
日
、

リ
ー
ダ
ー
の
角
川
さ
ん
を
訪
ね
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
菅
原
前
セ
ン
タ
ー
長
か

ら
就
業
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
概
要
は
次
の
と
お
り
で

す
。

　

①
会
員
の
仕
事
は
、
入
荷
し
た
青
果

物
の
品
質
チ
ェ
ッ
ク
で
す
。
傷
の
あ
る

も
の
な
ど
供
給
の
適
・
不
適
の
チ
ェ
ッ

ク
で
す
が
、
判
断
の
難
し
い
も
の
は
職

員
の
指
示
で
行
い
ま
す
。
②
就
業
は
、

日
曜
日
か
ら
木
曜
日
ま
で
週
五
日
の
シ

フ
ト
制
で
、
月
平
均
十
五
日
前
後
で
す
。

③
時
間
は
午
前
九
時
か
ら
午
後
一
時
ま

で
で
、
十
時
三
十
分
か
ら
十
五
分
の
休

憩
が
あ
り
ま
す
。
④
会
員
の
都
合
に
よ

る
就
業
日
の
変
更
は
、
会
員
間
の
調
整

で
行
い
ま
す
。

　

会
員
の
就
業
場
所
に
案
内
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
室
温
は
品
質
保
持
の
た
め

一
定
に
保
た
れ
、
ひ
ん
や
り
と
し
ま
し

た
。
会
員
の
皆
さ
ん
は
ジ
ャ
ン
パ
ー
な

ど
を
着
用
し
て
作
業
台
の
前
に
立
ち
、

袋
詰
め
さ
れ
た
大
根
や
き
ゅ
う
り
な
ど

の
チ
ェ
ッ
ク
を
手
際
よ
く
進
め
て
お
り

ま
し
た
。

　

短
い
時
間
で
し
た
が
、
休
憩
時
間
に

リ
ー
ダ
ー
の
角
川
さ
ん
の
ほ
か
、
当
日

の
就
業
会
員
か
ら
話
を
聞
き
ま
し
た
。

①
作
業
は
、
自
分
の
判
断
で
行
わ
な
い

②
立
ち
仕
事
だ
が
十
五
分
の
休
憩
時
間

が
あ
る
の
で
、
大
変
だ
あ
と
い
う
こ
と

は
な
い
③
昼
食
は
作
業
終
了
後
に
な
る

が
、
支
障
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。　

菅
原
前
セ
ン
タ
ー
長
は
、「
皆
さ
ん
、

元
気
に
仕
事
を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ご

多
忙
の
中
を
対
応
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

（
取
材
・
広
報
部
）

就業会員を訪ねて

角川博道（生協共立社共同購入物流センター）

武田　満（山形酸素株式会社立谷川事業所）

宿直日誌の記入
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飯
塚
・
椹
沢
地
区

�
高
橋　

勝
也

　

犬
好
き
の
高
橋
さ
ん
は
、
趣
味
で
ド
ッ

グ
シ
ョ
ー
に
出
陳
さ
せ
る
た
め
に
、
犬
種

の
特
徴
（
骨
格
・
体
形
・
性
格
・
被
色
）

を
標
準
に
近
づ
け
る
た
め
、
犬
と
苦
楽
を

と
も
に
す
る
生
活
が
続
い
て
き
ま
し
た
。

　

最
初
に
手
掛
け
た
ボ
ク
サ
ー
犬
を
車
に

乗
せ
、
ド
ッ
グ
シ
ョ
ー
の
会
場
に
着
く
。

し
か
し
、
犬
が
車
酔
い
し
て
し
ま
う
と
い

う
大
失
敗
か
ら
始
ま
り
、
調
教
、
愛
情
、

繁
殖
と
情
熱
を
か
た
む
け
た
四
十
年
間
。

　

耳
が
垂
れ
た
ボ
ク
サ
ー
犬
は
、
生
ま
れ

て
間
も
な
く
手
術
し
て
立
て
ま
す
。
性
格

は
、
同
胎
仲
間
と
集
団
の
中
で
健
康
的
に

育
て
る
こ
と
で
良
く
な
り
ま
す
。
体
を
大

き
く
す
る
の
に
は
、
鶏
の
頭
か
ら
胃
袋
ま

で
繋
が
っ
て
い
る
も
の
を
調
理
し
て
食
べ

さ
せ
る
。
等
々
。
奥
さ
ん
か
ら
は
、「
手

間
の
か
か
る
趣
味
な
の
よ
」
と
一
言
あ
り
。

　

ブ
ル
ド
ッ
グ
犬
を
調
教
し
て
い
る
と
き

の
事
件
で
す
。
一
歳
半
の
外
孫
が
遊
び
に

来
て
い
る
と
き
、
ブ
ル
ド
ッ
グ
が
あ
く
び

を
し
た
口
に
手
を
入
れ
た
孫
。
周
り
で
は

驚
き
息
を
飲
む
。
犬
は
、
手
を
噛
む
こ
と

な
く
口
を
開
け
た
ま
ま
。
高
橋
さ
ん
は
、

孫
に
な
ん
か
あ
っ
た
ら
と
心
配
し
な
が
ら

も
、
犬
を
お
お
い
に
褒
め
ま
す
。

　

犬
が
自
分
と
心
を
通
わ
す
に
は
、
褒
め

て
や
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
褒
め
れ

ば
必
ず
犬
は
、
な
つ
い
て
信
頼
し
ま
す
。

高
橋
さ
ん
は
き
っ
ぱ
り
言
う
。

　

「
今
、
年
齢
的
な
こ
と
も
あ
り
犬
は

飼
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
生
活
に
も
徐
々

に
慣
れ
て
き
ま
し
た
」
と
寂
し
そ
う
に
話

す
。
目
標
を
尋
ね
る
と
、「
犬
の
躾
や
行

動
で
困
っ
て
い
る
方
と
一
緒
に
な
っ
て
お

手
伝
い
を
し
た
い
で
す
ね
」
と
話
す
。

　

愛
犬
の
飼
育
の
情
報
を
共
有
し
た
い
方

は
、
是
非
連
絡
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

�

（
取
材
・
広
報
部
）

第
１
地
区�

宮
腰
登
志
也

�

長
岡　

幸
治

第
２
地
区�

仲
島　

勝
利

第
３
地
区�

村
山
テ
ル
子

�

大
築　

忠
雄

第
４
地
区�

札
野　

博
義

第
５
地
区�

小
笠
原
好
子

第
６
地
区�

清
水
賀
代
子

�

米
倉　

仲
雄

�

安
部　

正
次

�

吉
田
み
ち
子

西

地

区�

佐
藤　

庄
平

�

阿
部　

和
子

�

長
嶋　

政
照

�

三
澤　

恵
一

�

森
谷　

政
美

�

西
塚　

悦
子

第
８
地
区�

齋
藤　

正
志

�

推
名　

洋
子

第
10
地
区�

進
藤　

和
子

鈴
川
１
地
区�

大
場　

吉
博

�

杉
山
惣
一
郎

鈴
川
２
地
区�

設
楽　

芳
男

�

長
岡　

豊
宗

�

木
村　

敏
明

鈴
川
３
地
区�

西
倉　

賢
裕

�

鈴
木　

雅
子

千
歳
地
区�

仁
藤　

政
司

飯
塚
・
椹
沢
地
区�

結
城　

基
男

滝
山
１
地
区�

川
合　

則
夫

�

中
村　
　

繁

滝
山
２
地
区�

大
山　

和
夫

�

柴
田
喜
志
子

�

安
食　

共
子

�

佐
藤　
　

努

�

逸
見　

晴
夫

出
羽
・
明
治
地
区�

冨
岡　

克
美

�

東
海
林
賢
一
郎

金
井
地
区�

鈴
木　

良
一

�

三
井　

政
子

�

渡
邉　

忠
則

�

太
田　
　

寛

楯
山
地
区�

本
間　

文
子

�

中
野　

眞
市

�

菅
野　
　

進

蔵
王
地
区�

枝
松　
　

勉

�

武
田　

紀
子

�

田
中　

邦
子

�

川
村　

和
美

南
山
形
・
本
沢
地
区�

小
野　

幸
雄

�

髙
木　
　

豊

�

渡
辺　

健
悦

�

古
頭
德
四
郎

南
沼
原
地
区�

齋
藤
勢
津
子

�

山
川　

義
雄

�

辻
村　

健
治

�

高
橋　

義
昭

�

成
原　

義
昭

シ
ル
バ
ー
に

人
あ
り
　
技
あ
り
　
心
あ
り

純
血
犬
育
て
て
四
十
年

（４月１日～６月30日まで）
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山
形
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

山
形
市
双
葉
町
一
丁
目
二
番
三
号

電
話（
〇
二
三
）六
四
七−

六
六
四
七

あ と が き
　

平
成
二
十
八
年
度
定
時
総
会
も

終
了
し
、
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
山
形
市
の
高
齢
者
は
四

人
に
一
人
を
超
え
、
三
人
に
一
人

に
迫
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
山
形

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員

平
均
年
齢
は
七
十
歳
を
超
え
、
高

齢
化
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。
定
年

が
延
び
、
希
望
す
れ
ば
六
十
五
歳

ま
で
現
役
で
勤
め
る
こ
と
が
可
能

で
、
当
セ
ン
タ
ー
の
入
会
年
齢
の

高
齢
化
の
要
因
の
ひ
と
つ
と
思
わ

れ
ま
す
。
六
十
五
歳
ま
で
働
い
た

ん
だ
か
ら
、
年
金
が
貰
え
ん
だ
か

ら
、
と
い
う
方
た
ち
に
私
た
ち
会

員
は
、
一
人
ひ
と
り
に
声
を
か

け
、
い
い
仕
事
が
あ
る
、
い
い
出

会
い
が
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
、
入

会
を
促
す
こ
と
が
必
要
と
思
い
ま

す
。

　

熊
本
・
大
分
で
予
想
も
予
期
も

し
な
か
っ
た
大
地
震
が
あ
り
ま
し

た
。
山
形
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
自
分
と
家
族
の
安
全
を
確
認

す
る
こ
と
が
第
一
で
す
。
そ
の
後

近
隣
の
支
援
を
必
要
と
さ
れ
る
方

の
安
否
の
確
認
、
安
全
な
場
所
へ

避
難
誘
導
、
万
一
の
場
合
は
助
け

を
求
め
る
。
絆
と
善
意
に
よ
る
行

動
で
す
。

　

こ
れ
は
当
セ
ン
タ
ー
の
基
本
理

念
で
あ
る
「
自
主
・
自
立
・
共

働
・
共
助
」
の
精
神
に
通
じ
ま
す
。

　

何
れ
に
し
て
も
健
康
に
留
意

し
、
元
気
で
楽
し
く
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。

U
R

L：
http://w

ebc.sjc.ne.jp/yam
agatashi

E
-m

ail：
yam

agatashi@
sjc.ne.jp

お
知
ら
せ
と

　
　
お
願
い

■
配
分
金
支
払
日

　
七
月
二
十
日
（
水
）

　
八
月
十
九
日
（
金
）

　
九
月
二
十
日
（
火
）

■
入
会
説
明
会（
午
後
一
時
三
十
分
）

　

会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
も
入
会
の
勧
誘
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
七
月
十
四
日（
木
）　
二
十
一
日（
木
）

　
　
　
二
十
八
日
（
木
）

　
八
月
四
日
（
木
）
十
八
日
（
木
）

　
　
　
二
十
五
日
（
木
）

　
九
月
一
日
（
木
）
八
日
（
木
）

　
　
　
十
五
日
（
木
）

■
就
業
相
談
日
（
午
後
一
時
三
十
分
）

　

（
就
業
に
関
し
て
の
相
談
で
す
）

　
七
月
十
四
日
（
木
）

　
八
月
十
八
日
（
木
）

　
九
月
八
日
（
木
）

常
務
理
事
兼
事
務
局
長�

笹
原　

信
之

業
務
課
長　
　

�

　
　

平
田　

悦
一

業
務
係

係
長　
　
　
　

�

　
　

武
田　

千
春

主
事　
　
　

�

　
　

原
田　

弘
之

嘱
託
職
員　
　

�

　
　

吉
田　

和
志

嘱
託
職
員　
　

�

　
　

本
夛　

成
美

総
務
係

係
長
（
兼
務
）�

　

武
田　

千
春

主
任　
　
　
　

�

　
　

斎
藤　

康
子

嘱
託
職
員　
　

�

　
　

三
澤　

枝
里

め
ん
こ
い
ひ
ろ
ば

子
育
て
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　
　
　

�

斎
藤　

弘
子

�

小
笠
原
詩
織

　

�

垂
澤
ひ
と
み

�

渡
邉　

裕
子

〇
九
〇
―
六
二
五
五
―
五
三
〇
二

　

土
日
・
祝
日
に
事
故
等
が
発
生
し
た
場

合
の
緊
急
連
絡
先
で
す
。

　

ま
た
、
会
員
証
と
一
緒
に
お
渡
し
す
る

緊
急
連
絡
カ
ー
ド
は
、
就
業
の
際
必
ず
携

帯
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
緊
急
連
絡
先

新
事
務
局
職
員
紹
介

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

嘱
託
職
員�
三
澤
　
枝
里

事
務
局
紹
介

　

会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
て
い

る
年
度
会
費
（
会
員
互
助
会
除
く
）
の

主
な
使
用
内
容
に
つ
い
て
は
左
記
の
と

お
り
で
す
。

会
員
傷
害
保
険
料
（
一
人
あ
た
り
）

　
　
　
　
　

�

二
千
百
九
十
円

総
会
議
案
書
・
会
報
印
刷
費
等

　
　
　
　
　

�

　
　
　

九
百
円

　
　

�

（
う
ち
、
三
百
十
円
を
充
当
）

年
度
会
費
は

�

傷
害
保
険
料
に
充
当


